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教  科  書  名 現代社会(東京書籍) 

補  助  教  材 図版、大型地図、ＣＤ、ＤＶＤ、ビデオ、新聞、プリント等 

参  考   書  

 

A. 教育目標 

戦後史のあらましや現代社会とそこで生活する人間についての基本的な問題を取り扱いながら、諸

問題解決に向けての判断力や社会的責任を自覚できる倫理観の基礎を養い、国際社会や地域の中

で生活する人間として必要なより善い生き方について自ら考える力を育むことを目標としている。 

 

B. 概要 

平野教員と根本教員が分野を分けて授業を担当する。『現代社会』の教科書を中心に授業を進め、

現代社会の諸問題、日本社会の特徴、日本と世界との関わりなどについて分かり易く説明するととも

に、テレビや新聞、インターネットなどで取り上げられる問題についてもできるだけ紹介する。 

 

C. 学習上の留意点 

テレビ、新聞、インターネット等が伝える国内外のニュースをできるだけ見るように心がけ、常に世の

中の出来事に関心を持つこと。授業では話をよく聞き、ノートをしっかり取り、分からないところがあれ

ば質問すること。またレポート等の課題についてはよく調べて取り組むこと。 

 

D. 評価方法 

試験（90％）、レポート等の課題（10％） 

 

E. 授業内容 

①平野担当分･･･週 1 時間、通年 30 時間 

授業項目 時間 内     容 

第 2 部 現代の社会と人間 

第 1 章 現代の社会生活と青年 

1.現代社会の特質と私たちの生活 

6 

 

日本現代社会の成り立ちや特質を理解することができる 

特に、日本の情報化社会における現状を理解するととも

に、知的財産権の保護と活用の問題についても学ぶこと

ができる 

（前期中間試験） 1  

第 2 部 現代の社会と人間 

2 現代社会と青年の生き方 

4 青年期の特質について理解することができる 

3.よりよく生きることを求めて 

①近代科学の考え方 

②日本人のものの考え方 

4.スキル･･･レポートのまとめ方 

4 近代科学の考え方について学ぶことができる 

日本文化の特性について学ぶことができる 

わからないことの調べ方や、レポートの書き方を学ぶこと

ができる 

（前期末試験） 

第 3 章 日本国憲法と民主政治 

1.民主政治とは 

 

3 

 

民主政治のしくみについて理解できる 



授業項目 時間 内     容 

2.日本国憲法と基本的人権 4 日本国憲法の成り立ちやその特徴を理解することができ

る 

（後期中間試験）  1  

3.日本の政治のしくみ 

   

4 

 

日本の政治･行政･司法制度のあらましについて理解で

きる 

4.日常生活に関わる最近の法令や

制度について 

4 最近制定された法律や運用された制度のあらましについ

て理解できる 

（学年末試験） 

 

②根本担当分･･･週１時間、通年３０時間 

授業項目 時間 内     容 

テーマ学習１ 地球環境問題 

 

2 

 

地球環境問題の現状を理解し、その解決策について考

えることができる。 

テーマ学習２ 資源・エネルギー問題 

 

1 

 

資源と食料問題の現状を理解し、その解決策について

考えることができる 

テーマ学習３ 科学技術と生命 

 

1 

 

バイオテクノロジーを中心とした科学技術の進歩に伴う

倫理の問題を理解し、その解決策について考えることが

できる。 

テーマ学習４ 宗教・芸術 

 

2 現代世界の紛争や衝突の背景にある文化や習慣につい

て理解し、その解決策について考えることができる。 

（前期中間試験） 1  

1．経済のしくみと日本の経済 

 （1）経済のしくみ 

4 市場経済、金融制度、財政、国際経済のしくみと現状や

政府の役割について考えることができる。 

 （2）日本経済の現状と課題 

 

4 日本経済、労働問題、社会保障、環境問題、食料事情、

農業問題、消費者問題などについて理解できる。 

（前期末試験） 

2．福祉と社会保障 

(1)社会保障 

2 社会保障の役割について理解し、豊かな社会とは何か

について考えることができる。 

(2)雇用・労働問題 2 現代の雇用・労働問題について理解することができる。 

3．国際社会と人類の課題 

(1)グローバル化 

2 

 

グローバル化と国際経済の関係について理解すること

ができる。 

（後期中間試験）  1  

(2)ボーダーレス化 2 地域経済統合の進展について理解することができる。 

(3)国際社会の成立と戦後の動き 3 国際紛争の解決策を考察することをつうじて、国際連合

の現状と課題について理解することができる。 

(4)国際社会の課題 3 国際社会の現状と民族問題や人権について考察するこ

とをつうじて、日本が果たす役割について理解すること

ができる。 

（学年末試験） 

 

F. 関連科目 

歴史、地理、法学、経済学、政治学、史学、哲学、産業財産権論 

 

旭川高専 2010 


